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2023 年度 ビル設備管理技能検定 

１級 学科試験問題 
 

１．試験時間 100 分 

 

２．問題数  50 題  A 群（真偽法 25 題）及び B群（多肢択一法 25 題） 

 

３．注意事項 

 (1)携帯電話、腕時計型端末の使用は禁止します。（電源は予め切り、バック等にしまって下さい）。 

 (2)机上に受検票及び筆記用具以外のものを置いてはいけません。 

 (3)電子式卓上計算機、その他これと同等の機能を有するものは、使用してはいけません。 

 (4)試験官の指示があるまで、この表紙を開けてはいけません。 

 (5)試験官の指示に従って、試験問題のページ数を確認してください。もし、異常があった場合には、

黙って手を挙げて下さい。 

 (6)解答用紙はマークシートです。必ず鉛筆又はシャープペンシルを使用して下さい。 

 (7)解答用紙には、等級、受検番号、氏名を必ず記入し、受検番号の欄は、受検区分と受検番号を必ず

マークして下さい。 

 (8)試験官の指示に従って、試験を開始して下さい。 

 (9)問題は、A群（真偽法 25 題）及び B群（多肢択一法 25 題）の 50 題です。 

  ①真偽法は、問題の内容が正しいか誤っているかを判断し、解答用紙に正か誤のどちらか一つを記入

します。 

  ②多肢択一法は、問題に対応する選択肢の中で、正解と思う選択肢を一つ選び、解答用紙に記入 

します。 

  ③解答用紙の注意事項を必ず確認し、A群、B群の解答欄を間違わないように記入して下さい。 

 (10)試験中、質問があるときは、黙って手を挙げて下さい。ただし、漢字の読み方を含めて、試験問題

の内容についてはお答えできません。また、退室後は試験が終了するまで再入室ができません。 

 (11)試験終了時刻前に解答ができあがった場合は、黙って手を挙げて試験官の指示に従って下さい。 

試験開始後 30 分間は退出できません。 

 (12)試験中にトイレに行きたい場合は、黙って手を挙げて試験官の指示に従って下さい。 

 (13)試験終了の合図があったら、筆記用具を置き、試験官の指示に従って下さい。 

 (14)試験終了後、解答用紙は提出して下さい。問題用紙は持ち帰っても構いません。 

 (15)試験問題の解答に当たり適用すべき法令、規格等は、2023 年 4 月 1日現在で施行されている内容に

基づくものです。 

  

禁転載複製 
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■Ａ群（真偽法） 

 

１．正常か異常かの判定には、設備に対する知識、的確な判断能力と技能は必要ない。 

 

２．冷凍機の冷媒ガスの漏れ検知については、ガスの種類によって違ってくるが、いずれにも使用できるの

が石けん水である。 

 

３．建築物衛生法の第 4 条に「建築物環境衛生管理基準は、空気環境の調整、清掃、ねずみ、昆虫等の防除 

その他環境衛生上良好な状態を維持するのに必要な措置について定めるものとする。」と定められている。 

 

４．フロン類の使用の合理化及び管理の適正化に関する法律の簡易定期点検は、すべての第一種特定製品に 

ついて６ヶ月に１回以上、管理者自身による簡易定期点検を行う必要がある。 

 

５．設備機器台帳は設備管理業務開始と同時に作成し、継続的に加筆し、管理していくことが重要である。 

 

６．管理業務の実施にあたり、計画を立案することは目標の明確化、業務手順の定型化、最適技法の導入

および業務のチェック手続きの確立などいくつかのメリットがある。 

 

７．業務実施により発生した事故は、すべて速報や詳報により異常事態発生時の状況や経過措置を関係省庁

へ報告する。 

 

８．作業計画では仕様書の内容を確実に組み込む必要があるが、作業責任者の統率力が業務の成果を最も

左右する。 

 

９．右図は階段昇り表示で最下階を示す図である。 

 

 

 

10．右図の記号は高圧引込用負荷開閉器 UGS(ガス開閉器)を示す 

記号であり設置場所としては、電柱の上部に取り付けられている。 

   

                                  

 

11．送風機の定期点検は腐食摩耗等の劣化状態を含めた点検であるので、電動機の絶縁性能の点検は必要 

ない。 

 

12．加湿装置の維持管理に関し定期的に定められているのは清掃のみである。 

 

13．低圧ダクトは静圧 490Pa 以下、風速 20m/s 以下のものとされている。 

 

14．鋳鉄製ボイラーは本体のブローを頻繫に実施しないことが多いが、運転に先立ってフロート式低水位

警報器の吹出清掃は実施する。 
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15．ヒートポンプの成績係数は低熱源の温度が高いほど、また高熱源の温度と低熱源の温度の差が小さいほ

ど大きくなる。 

 

16．給水設備の高置水槽方式では、最上階で使用する器具の水圧を確保するために、高置水槽の設置高 

（7ｍ以上）が必要である。 

 

17．給湯設備の中央給湯方式の加熱方式は、給湯規模や貯湯容量によって蒸気あるいは高温水を熱源とした

貯湯槽による間接加熱式が一般的である。 

 

18．給水設備で騒音などの原因となるウォーターハンマーとは、給水圧力が降下して生じ、水栓･器具などの

使用に支障をきたす。 

 

19．給湯設備の配管で、開放系では水温が 80℃を超えると溶存酸素が過飽和となり、気泡となって溶存

酸素量が減少するために、腐食速度は上昇する。 

 

20．絶縁抵抗の計測で、絶縁抵抗値は周囲の温度や湿度に影響されやすいので、記録には天候・温度・湿度

の記載も忘れてはならない。 

 

21．パワーヒューズ(電力ヒューズ)の限流形は、磁器あるいは耐熱レジン含浸ガラス布の円筒内に石英粒 

などを封入し、この中にヒューズ線を貫通して筒の両端を密閉した構造のもので、大きな短絡電流を 

遮断することができる。 

 

22．ガス遮断器は遮断時のアークに、絶縁性の高い SF６ガスを吹き付けることにより消弧する。このため、

低圧回路によく使用される。 

 

23．接地抵抗を測定するときは抵抗計に補助極（補助棒）を接続するが、その補助極の位置は測定する 

接地極から約 1m の間隔で打ち込む。 

 

24．ビル管理における「安全」とは、建物を管理する人々が「安心」して過ごせる環境を提供することで

ある。 

 

25．電気関係報告規則によれば、自家用電気工作物を設置する者は感電又は、電気工作物の破損等の事故

が発生したときは、事故の発生を知った時から 48 時間以内に事故の概要について、産業保安監督部長

に報告しなければならない。 
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■Ｂ群(多肢択一法) 

 

１．高所作業となる高さは何メートル以上か。 

  イ １メートル 

ロ 1.5メートル 

ハ ２メートル 

ニ ３メートル 

 

２．蓄電池の日常点検の主な留意点で適切でないものはどれか。 

  イ 浮動充電電圧が常に規定の値に保たれていること 

ロ 蓄電池温度は 50℃以下であること 

ハ 電解液面が規定の範囲内に保たれていること 

ニ 換気が十分であること 

 

３．法令の優先順位で、適切でないものはどれか。 

  イ 特別法は一般法に優先する 

ロ 新法は旧法に優先する 

ハ 旧法が新法の特別法になっている場合では新法が優先する 

ニ 法令は、将来に向かって適用するのが原則 

 

４．第一種エネルギー管理指定工場等に該当するのは、年度間エネルギー使用量が何キロリットル以上か。 

  イ 1,500キロリットル 

ロ 2,000キロリットル 

ハ 2,500キロリットル 

ニ 3,000キロリットル 

 

５．一般的な報告書類の保存期間で５年以上のものはどれか。 

  イ 点検・記録等 

ロ 運転、作業日誌類 

ハ 事故記録 

ニ 計画・報告類 

 

６．電気設備の分電盤点検で、点検記録表作成に必要な関連資料を拾い出す資料の組み合わせとして適切で

ないものはどれか。 

イ 仕様書 ――――管理業務の基準、業務実施時間帯、管理対象設備 

ロ 設備設計図書――受変電設備系統図 

ハ 管理基準――――運用手順、建築設計管理基準 

ニ 関連法令――――電気事業法、保安規程 
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７．高圧引込用負荷開閉器の名称と記号を 

組み合わせた右表のイ～ニの中で適切でないもの 

はどれか。 

 

 

        

 

 

 

 

 

８．図に示す MC(電磁接触器)の回路で、自己保持 

回路が成立するものを、右表のイ～ニの中で 

適切なものはどれか。            

   

 

 

 

 

９．物品を三角図法により投影した A・B・C・Dの各図の中で、適切なものはどれか。 

  イ  A が正面図である 

ロ  B が平面図である 

ハ  C が右側面図である 

ニ  D が左側面図である 

 

 

 

 

 

 

 

 

10．運転監視業務の計画書を作成する場合、基本計画書に必要な資料の拾い出しで適切でないものはどれ

か。 

  イ 業務仕様書 

ロ 館内規則・管理基準 

ハ 関連法令・積算基準 

ニ  設備耐用年数表 

  

 名   称 記号 

イ 断路器手動操作 
 

ロ しゃ断器 
 

ハ 
高圧負荷開閉器 

ヒューズ付  

ニ 高圧電磁接触器 
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11．空気調和機で使用される自動制御で、適切でないものはどれか。 

  イ 自動制御には調節部、操作部、検出部から構成されている 

ロ 温度の検出にはバイメタル、ベローズ等が用いられている 

ハ 電磁弁で２位置制御が行われている 

ニ 二方弁、三方弁、四方弁は流量制御用に使用されている 

 

12．次に示すもので、ボイラーの自動制御装置でないものどれか。 

  イ 自動給水装置 

ロ 水位検出器 

ハ 低水位警報器 

ニ 安全弁 

 

13．ボイラーの起動前点検で、適切でないものはどれか。 

  イ 常用水位に調整する 

ロ 給水管路の弁が確実に開いていることを確認する 

ハ 空気抜き弁が確実に閉止されていることを確認する 

ニ 煙道内の換気を行う 

 

14．ターボ冷凍機の冷媒フロート弁に関して、適切でないものはどれか。 

  イ 蒸発器圧力の異常低下の原因は冷媒フロート弁の作動不良がある 

ロ 冷媒フロート弁は膨張弁の一種である 

ハ 冷媒フロート弁は高圧側フロート弁と低圧側フロート弁がある 

ニ 高圧側フロート弁は弁を通ってからフロート室に冷媒がながれる 

 

15．空気調和機に使用される送風機に関する記述として、適切でないものはどれか。 

  イ シロッコファンは、前曲多翼送風機とも呼ばれ、高速ダクトに使われる 

ロ リミットロード送風機は、逆S字形の後曲羽根を有し、動力曲線は最高点があり、それを過ぎると

軸動力は減ってくる 

ハ ターボファンは、後曲多翼送風機とも呼ばれている 

二 翼形送風機は、エアホイルファンとも呼ばれ、羽根を翼形にして高圧に耐える構造になっている 

 

16．建物内の排水を支障なく排水するため、排水管の横走管に関するものとして適切でないものはどれか。 

  イ 流水面が1/2ぐらいが適当で、2/3以上に流水面が上昇しないようにする 

ロ 横走管の流速は1.3～2.4 m/sが適当である 

ハ 流量が過少であると管詰まりの原因となる 

ニ 流量が過大であるとトラップの水封に悪い影響を及ぼす 

 

17．文中の下線部分のうち、適切でないものはどれか。(イ)～(ニ)より一つ選びなさい。 

  温度と配管の腐食において、温度が腐食に及ぼす影響は複雑である 

一般に(イ)水温が高いほど腐食速度は増加する 

(ロ)温度が30℃下降するごとに(ハ)腐食速度は2倍になるといわれている 

これは水に含まれる(ニ)溶存酸素量が関係している 
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18．ターボ型ポンプの特徴に関する記述として、適切でないものはどれか。 

  イ 往復運動、回転運動にて容積変化させ、液体にエネルギーを与えるポンプである 

ロ 遠心ポンプの軸動力は、水量の増大に伴って増加する 

ハ 斜流ポンプの軸動力は、全水量でほぼ一定である 

ニ 軸流ポンプの軸動力は、水量の増大に伴って低下する 

 

19．クランプメーターによる測定に関する記述として、適切でないものはどれか。 

  イ コアの突き合わせ面が不完全な場合には測定誤差が生じる 

ロ 変圧器、大電流電線など、強磁界の発生している近くでの測定は、なるべく避ける 

ハ 強い雑音を発生する装置の近くで使用しても、誤差が生じない 

ニ 回路を切断することなく、電流の流れている導体を絶縁被覆の上から挟むことにより交流電流を

測定する 

 

20．検電器の使い方に関する記述として、適切でないものはどれか。 

  イ 低圧回路（照明、電動機など100V､200V）には低圧用検電器を使用する 

ロ 高圧回路（3,300V､6,600V受変電設備）には高圧用検電器を使用する 

ハ 特別高圧回路（22,000V以上の受変電設備）には特別高圧用検電器（接触形）を使用する 

ニ 単相、単三、三相の各配線で接地されている回路も検電器でチェックできる 

 

21．電気設備技術基準の解釈において、接地工事の種類による接地抵抗値として、適切でないものは 

どれか。 

イ A種接地工事は、10Ω 以下である 

ロ C種接地工事は、10Ω 以下(特例を除く)である 

ハ B種接地工事は、変圧器の高圧側又は特別高圧側の電路の1線地絡電流のアンペア数で600を除した

値に等しいオーム数以下(特例を除く)である 

ニ D種接地工事は、100Ω 以下(特例を除く)である 

 

22．電気に関する知識の記述として、適切でないものはどれか。 

  イ 交流とは周期的に変化する電圧や電流をいう 

ロ 三相交流は、三つの単相交流の大きさが等しく、位相を90度ずつずらしてある 

ハ 直流は電圧や電流の方向や大きさが時間的にほとんど変化しない 

ニ 抵抗1Ωの導体に１Aの電流を流すことのできる起電力（電圧）の強さは１Vである 

 

23．太陽光発電に関する説明で、適切でないものはどれか。 

  イ 太陽電池は太陽のエネルギーを直接電力に変換する 

ロ 太陽光の光エネルギーが太陽電池に当たるとジュール熱により電気が発生する 

ハ 太陽電池で発電した電気は直流である 

ニ パワーコンディショナーにより電力に変換して電力会社の電源と連携する 

  



8 
 

24．地絡継電器ならびに地絡方向継電器について、適切でないものはどれか。 

  イ 地絡継電器は高圧回路に地絡が発生したとき、零相電流を検出する 

ロ 地絡継電器は地絡時の零相電流が整定値以上で、所定の時間以上継続した場合、信号を発報し

遮断機を開放させる 

ハ 地絡方向継電器は外部事故でも動作することがある 

ニ 地絡方向継電器は零相電流と、零相電圧を検出し、事故点の方向を判別できる 

 

25．冷凍機の危険性に関する記述で、適切でないものはどれか。 

  イ 冷凍機の圧縮機や容器は、内部に圧力がかかる外圧容器である 

ロ 高圧部と低圧部の二つの圧力区分に分かれる 

ハ 高圧部では、冷媒の種類、冷却水の温度と流量、凝縮器の冷却表面積、冷凍負荷などの諸要素に

支配される 

ニ 低圧部で注意すべきことは、冷凍装置の停止中、周囲温度の影響のため蒸発器部分の温度上昇に

よる圧力の上昇などである 
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2023 年度 ビル設備管理技能検定 

1 級 学科試験問題 

＜ 正 解 ＞ 
 

Ａ群 真偽法  Ｂ群 多肢択一法 

設問 解答  設問 解答 

1  誤  1   ハ  

2 正   2  ロ   

3  誤  3   ハ  

4  誤  4    ニ 

5 正   5 イ    

6 正   6   ハ  

7  誤  7   ハ  

8  誤  8 イ    

9 正   9  ロ   

10  誤  10    ニ 

11  誤  11    ニ 

12  誤  12    ニ 

13  誤  13   ハ  

14 正   14    ニ 

15 正   15 イ    

16 正   16  ロ   

17 正   17  ロ   

18  誤  18 イ    

19  誤  19   ハ  

20 正   20    ニ 

21 正   21   ハ  

22  誤  22  ロ   

23  誤  23  ロ   

24  誤  24   ハ  

25  誤  25 イ    

 

禁転載複製 


